
1　施策評価

地域教育部

2　事業評価

　（１）管理事業評価

１
次
評
価

　現行の「吹田市立図書館基本構
想」(平成２５年策定）の後継として、
令和４年度末に策定予定の「（仮
称）吹田市立図書館サービス基本
計画」において、図書館の目指すべ
き姿などを整理してまいります。
　また、その中で、電子書籍を含め
たICT化の取組に係る検討を進め
ながら、従来の紙の資料と合わせた
ハイブリッドな図書館を目指しま
す。

2次評価結果に
関する対応
【R3照会分】

2次評価結果に
関する対応
【R3照会分】

　令和４年度末に策定予定の「（仮
称）吹田市立図書館サービス基本
計画」において、図書館の目指すべ
き姿などを整理してまいります。
　また、ICT化の取組に係る検討を
進めることで、効果的・効率的な業
務の見直しを図り、持続可能な図書
館運営を目指します。

管理事業名 図書館事業

担当所管による評価

　事業コストのほとんどが窓口等業務委託料を含む人的経費です。255万点を超える貸出に係る業務、113
万点を超える予約受付に係る業務、読書活動推進に係る業務、資料の調査相談など、図書館サービスに必
要な経費であると判断しています。令和２年度は健都ライブラリーの供用開始、耐震補強等改修工事を終え
た中央図書館の再開館に伴い、貸出点数の増加を見込んでおりましたが、新型コロナウイルス感染症拡大
防止策として、市内の全図書館を臨時休館した影響から減少となりました。臨時休館期間中は、市民の外出
自粛を促し、在宅時間を過ごす材料として予約資料の貸出を継続実施したことにより、予約受付件数につい
ては令和元年度を上回ることとなりました。健都ライブラリーの開館により市内10館となった図書館サービス
網において、市職員の司書がさらに市民の読書活動を専門的・継続的に支援し、市民が気軽に参加できる文
化・教養講座や子供向け行事等の開催をコストをかけずに取組み、貸出点数等の増加を目指します。
　また、今後の施設整備関係につきましては、北千里分室は「北千里小学校跡地複合施設建設整備基本計
画」に基づき、狭あい及び老朽化を解消するため、令和４年度開館を目指し、整備を進めています。江坂図
書館については、「江坂公園の魅力向上事業」において、令和４年度以降に狭あいを解消し、施設の改修を
行う取組みを進めています。収入については、図書館法第17条で入館料その他図書資料の利用に対するい
かなる対価をも徴収してはならないとされており、基本的に無料の施設であるためほとんどありませんが、一
般財源を少しでも減らせるように、貸出レシートへの掲載に係る広告収入等、歳入の確保に努めており、今
後も引き続きコスト削減を検討していきます。

２
次
評
価

行政評価委員会
委員等の主な意見

（１）今後、ハード・事業を適切に維持管理していく業務がさらに増大していく中で、今一度、事業全体の持続
可能性を高める見直しの視点などを新構想にも盛り込んでもらいたい。
（２）「いつでも、どこでも、だれでも」という基本理念を見直さなければ、今後の支出の増大に対応することが
できない。一例として、図書館数が多すぎるので館を減らすことや毎日開館の見直しの検討も必要である。
（３）市立図書館の運営管理について検討する際には、業務の省力化や館の数と配置を検討し、電子化や機
械化の可能性を探ることも必要である。

行政評価委員会
による総合評価

今後、蔵書の増加や館の維持管理に対する経常的な経費が見込まれる。本事業の目指すべき姿、役割を整
理し、その目標の達成に向け、ＩＣＴの導入や機械による自動化など、持続可能性の高い手法を積極的に用
いて、効果的、効率的に事業を推進すること。

２
次
評
価

行政評価委員会委員等の主な意見

（１）図書館のICT化を積極的に進め、いつでも、どこでも読書ができる電子書籍の充実に努めてもらいたい。
（２）本市の目指すべき図書館の在り方を、市民のニーズを的確に捉えて、明確に打ち出してもらいたい。市民の読書活動を推進し、
生涯学習の幅を広げることや、子供の読書活動の推進を主たる目的とするのであれば、出前講座など幅広い事業展開に取り組んで
もらいたい。
（３）市立図書館の役割や市立図書館のあるべき姿を明確にし、その役割を果たして行く必要がある。また、各館・分室の特徴を明確
にすることが、図書館の魅力になるため、それぞれのコンセプトを明確に打ち出してもらいたい。
（４）障がい者、子育て世代など、専門的な情報を必要とする市民からの問合せ状況といったユニバーサルな視点を要素とした指標が
必要である。
（５）市民に何を普及させたいのかを明確にするとともに、その目指す姿に近づいているかどうかが検証可能な指標が必要である。
（６）本市図書館の、地域の学びに果たす役割を再整理し、市民の暮らしに与える効果を想定することが大切である。その過程として
数値目標を設定することで、目標値に達成意義が生まれる。
（７）図書館サービスの評価については、図書購入数といったインプット、貸出冊数をはじめとするアウトプットだけでなく、市民や利用
者はどう変わったかといったアウトカムの視点が必要である。

行政評価委員会による総合評価

図書館の年間入場者数を施策指標として掲げているが、施策を推進するに当たり、単に来館者を増やすというのではなく、市の図書
館が果たす役割や各図書館の特色を明確にした上で、目指すべき姿に向かって取組を進める必要がある。
また、新しい生活様式が求められる中、電子書籍の拡充を含めた図書館のICT化を十分に進めることに加えて、事業全体の持続可
能性を高めるため、事業・業務の見直しを改めて行うとともに、これらの視点を、現在策定作業中の「第２次吹田市立図書館基本構想
（案）」にも盛り込むべきと考える。

令和３年度　行政評価2次評価結果

施策名 生涯学習環境の整備

１
次
評
価

担当所管による評価 担当所管

施策指標１　「図書館の年間入場者数」　【策定時：195.8万人　目標：　222万人】
【実績】　109.0万人　【進捗状況】　Ｂ
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（２）予算事業評価

事業の概要と課題
今後の
方向性

議論
の中
心事
業

行政評価委員会
委員等の主な意見

　専門性、継続性等が必要と位置
付ける業務については、本市で担
いながら、窓口等の業務委託や指
定管理者制度の精査を含めて、よ
り効果的・効率的な図書館運営とな
るよう、検討を進めます。

2次評価結果に
関する対応
【R3照会分】

　読書相談や学校連携等、司書が
担う業務と、その他の職員が行う業
務を再整理し、窓口等の業務委託
や指定管理者制度を含めて、本市
の図書館行政としての役割を精査
し、将来的にも安定性・継続性のあ
るサービス提供に取り組みます。

施設管理のために引き
続き指定管理者制度を
積極的に取り入れるこ
と。
ただし、導入に当たって
は、図書館運営事業での
２次評価結果を踏まえた
業務の再整理を行うこ
と。
その上で、直営部分と指
定管理者が担う部分の
役割分担を明確にし、生
涯学習活動の推進に関
して専門性、継続性等が
必要と位置付ける部分に
ついては市で担うこと。

改善
見直し

本市図書館の役割を明
確にするとともに、司書
でなければ行えない業
務、司書資格がなくても
行える業務、また、民間
活力を活用し推進すべき
業務を再整理し、適正な
人員の配置とすること。
その上で、次の見直しの
検討を行うこと。
１、市職員司書について
は、企画立案やレファレン
ス業務に特化できるよ
う、業務の見直しを行う
こと。
２、指定管理者に司書資
格を求めるかなど、司書
の配置方法等や今後の
在り方について検討する
こと。
３、一部の図書館で導入
が進んでいる窓口業務
委託について、中央図書
館での導入を検討するこ
と。

2 図書館管理事業
［中央図書館］

【事業概要】
施設の維持と利用者の安全
確保のため、メンテナンス等
を行い適切な管理運営を行
うとともに、図書館資料の貸
出・返却、データ管理、イン
ターネットからの蔵書検索・
予約など、資料及び利用者の
データや資料動態を管理す
るシステムの整備を行う。ま
た、年3回協議会を開催し、
図書館の運営について意見
を述べるとともに、館長の諮
問に対して答申を行うほか、
運営について外部評価を行
う。
【課題】
経年劣化による建物及び設
備の改修の必要性が課題と
なっている。北千里分室につ
いては、北千里小学校跡地
に、図書館、公民館、児童セ
ンターを融合した複合施設の
整備を行い令和4年度の供
用開始を予定している。江坂
図書館についても、令和４年
度からPark-PFI手法を導
入し、江坂公園とともに再整
備を進める予定である。

継続 ○

（１）施設管理のために引き
続き指定管理者制度を積
極的に取り入れてほしい。
（２）指定管理者制度を導
入する場合も、図書館事業
の根幹的な事項は市職員
司書が行うべき。
（３）指定管理者制度の導
入や業務委託だけでは、コ
スト削減には限界があるの
で、貸出・返却に配送業務
を挟み、館を統合すること
や、貸出・返却業務を機械
による無人化することなど
抜本的に業務を見直すこと
が必要である。
（４）図書館業務と他業務の
事業目的を複合化しながら
管理する手法に踏み込ん
でいるが、それらの運営が
軌道に乗るよう効果検証を
精力的に行ってほしい。

改善
見直し

1 図書館運営事業
［中央図書館］

【事業概要】
図書等資料の収集、閲覧、貸
出、予約、相談業務、利用案
内及び蔵書管理業務等を行
う。そのうち、図書等資料の
収集、相談業務、蔵書管理業
務に加え、学校への読書活
動支援、地域団体との連携
等は司書資格を有する市職
員が担っている。中央図書館
は、中央館として企画立案を
行い全館の運営事業の統括
を行っている。
図書館の広域連携（相互利
用）では、市民及び本市に隣
接する市の市民が、北摂地
区7市3町にある公立図書館
を相互利用ができる他、江坂
図書館とさんくす図書館では
大阪市民が利用できる。ま
た、吹田市、豊中市及び箕面
市の3市間における図書の相
互貸借事業では、市内の図
書館に所蔵していないリクエ
ストされた図書を、他市の図
書館から借り受け、市民に提
供している。
取組「子どもたちに読ませた
い100冊の本」では、子供が
本に親しむ環境づくりを行う
ため、市民委員の参加する
委員会で選定された100冊
の本を全図書館に設置し貸
出を行う。
【課題】
北千里分室並びに江坂図書
館は、施設が狭隘のため、利
用要求に見合ったサービス
が十分に行えない状況であ
る。令和4年度に再整備を予
定している。非来館型サービ
スとして、電子書籍の拡充が
課題である。取組「子どもた
ちに読ませたい100冊の本」
については、改訂を行った推
薦図書の内容をまとめた冊
子の発行等広報活動を予定
している。北摂図書館相互貸
借事業については、資料運
搬の外部委託が課題となっ
ている。

継続 ○

（１）司書資格が必要な業務
と無資格で行える業務の整
理をしてもらいたい。その
上で、市職員司書はその能
力を最大限いかすため、企
画立案やレファレンスに特
化してもらいたい。
（２）窓口業務委託の効果
検証や指定管理者との業
務分担などを再整理し、司
書の配置や人員について、
また、今後の司書の在り方
について検討を深めてもら
いたい。
（３）職員が中長期的な視
点を持って担い続けるべき
ものと、民間活用を図るほ
うが効果的、効率的である
ものの整理をしてもらいた
い。
（４）中央図書館において集
中的、総括的に行うもの
と、各館の特色を生かし、
個々に取り組むものを整理
してほしい。各館の特色を
明確にすることで、おのず
から運営方法の選択理由
が明確になると考える。
（５）図書の寄贈を、より受
けやすくするシステムを
作ってもらいたい。図書購
入費の削減にもつながる
し、貴重な文献の散逸も減
る。

予算事業名
［室課名］

予算事業の今後の方向性

１次評価（担当室課） ２次評価（行政評価委員会）

２次評価結果
（総合評価・評価結果の説明）

2/3



事業の概要と課題
今後の
方向性

議論
の中
心事
業

行政評価委員会
委員等の主な意見

2次評価結果に
関する対応
【R3照会分】

予算事業名
［室課名］

予算事業の今後の方向性

１次評価（担当室課） ２次評価（行政評価委員会）

２次評価結果
（総合評価・評価結果の説明）

5

【事業概要】
北千里小学校跡地に、北千
里地区公民館及び千里図書
館北千里分室を移転すると
ともに児童館を新設して複合
施設として整備し、世代間交
流の促進によるまちの活性
化を図る。
【課題】
令和4年度に北千里小学校
跡地複合施設が整備され、
千里図書館北千里分室が同
施設へ移転することにより、
長年の課題であった施設の
狭隘が解消される。

継続

地区公民館、児童センター
と複合化して、指定管理者
制度を活用することにな
る。ICT機器を先駆的に取
り入れるとともに、複合化
のメリットを最大限活かし
た館運営に取り組むこと。

継続

1次評価どおりとする。
ただし、複合化施設のメ
リットやICTをいかした
運営となるようにするこ
と。

特になし

6 － － － － － －

※（　　）書きの事業は、昨年度で終了した事業や、指定管理者制度導入施設の管理運営事業など、評価対象外とした事業です。

特になし

　これまでも多種多様な講座等を
実施しており、生涯学習の拠点とし
て他部局や関係団体と連携しつつ、
幅広く市民の社会参画につながる
よう、各図書館の特色を生かした事
業展開を図ります。
　事業展開にあたっては、司書の視
点に加えて、民間事業者のノウハウ
も活用します。
  幅広い世代へ向けて、従来の来
館型サービスの利用とともに、今年
度は電子書籍等の非来館型サービ
スの利用も促す企画の実施に取り
組みます。

北千里小学校跡地複
合施設整備事業（図書
館）
［中央図書館］

（（仮称）健都ライブラ
リー整備事業）
［中央図書館］

4
千里ニュータウンプラザ
管理事業
［中央図書館］

【事業概要】
千里図書館の施設の維持と
利用者の安全確保のためメ
ンテナンス等を行い、適切な
管理運営を行う。
【課題】
令和2年度は新型コロナウイ
ルス感染拡大防止のための
臨時休館等の影響を受けた
ものの、千里図書館は千里
ニュータウン地域の図書館と
して、施設利用は高い水準で
推移している。管理経費につ
いてはPFI事業のため一定
している。施設環境は快適
で、一層の利用が見込まれ
る。定期的に連絡会が開催さ
れ施設管理の情報共有を
行っている。

継続 － 継続 1次評価どおりとする。

改善
見直し

幅広い年代を対象とした
生涯学習の拠点として、
地域で果たせる役割をよ
り広く捉えて、事業展開
すること。また、市職員の
専門性と民間事業者のノ
ウハウの両方を生かし
て、事業実施に取り組む
こと。

3 図書館主催事業
［中央図書館］

【事業概要】
千里山・佐井寺図書館では、
ボランティアの協力を得なが
ら録音図書及び点字図書を
製作・貸出するとともに、図
書館の障がい者サービスに
携わる各種ボランティアを養
成し、ボランティアの技能向
上のためのスキルアップ講座
を実施している。また、対面
朗読サービスを分室を除く8
つの図書館で実施している。
市内図書館と自動車文庫で
は赤ちゃんとその保護者に絵
本を1冊プレゼントし、ボラン
ティアによる絵本の読み聞か
せ等を行う「ブックスタートの
ひろば」を市内図書館で実施
している。また、市民の読書
活動を支援し、生涯学習の
幅を広げるために講座等を
企画実施するほか、子供の
読書活動推進と図書館利用
の増加を図るため、子供向け
の行事や講演会なども実施
している。
【課題】
ブックスタートの絵本の配布
率については、のびのび子育
てプラザ、保健センターと連
携して100%を目指して様々
な工夫を行っていく。

継続 ○

（１）市職員司書が行う業務
を整理した上で、図書館内
で行う行事に加え、地域や
学校などに出向いて「出前
講座」を行うなど、生涯学
習環境の整備に向けて、幅
広く事業展開してもらいた
い。
（２）書籍、読書の魅力向上
の取組と、本市の図書館の
魅力向上を分けて、それぞ
れの目的に応じた事業を
展開する必要がある。
また、目的が明確でないも
のがあれば、事業目的や対
象者を明確にし、再構築す
る必要がある。
（３）各館の主催事業につい
て積極的にホームページに
掲載するなど、市民が図書
館に足を運ぶ機会を増や
す努力をしてほしい。また、
出版社等の民間事業者と
協働で事業を実施し、民間
活力を取り込むような取り
組みも必要である。
（４）生涯学習の拠点とし
て、他部局と連携しセミ
ナーの開催等を行い、幅広
い世代の社会参画を促し
てほしい。
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